
 

 

 

 

 令和４年度第Ⅰ期(前期前半)も、あと少しで終了します。コロナ禍が続く中、新しい学年で、友達づくりや学習、

運動など本当によく頑張った子どもたちです。 

 学校では、これまでの学習のまとめをしっかりとして、気持ちよく夏休みを迎えられるようにしていきたいと思い

ます。個人懇談では、短い時間ではありますが、第Ⅰ期の学校での様子などもお伝えできる機会となります。 

ご協力よろしくお願いいたします。 

通知表の変更について 

  ４月に、学校業務の適正化等の取り組みの一つとして、通知表の所見欄及び押印の見直しについて福岡市

より示されました。このことを受け、中学校ブロック（舞松原小学校）でも協議し、今年度より通知表を下記のよ

うに変更することとしました。ご理解のほど、宜しくお願いいたします。本校では 7 月と 12 月に個人懇談を予定

しています。７月１１日（月）からの「個人懇談」では、７月までのお子様の学習状況や学校生活について、資料

を提示しながら担任からお伝えをします。 

  【変更点】 

     『項 目』               『従 来』                  『今年度より』 

  〇 所 見              前期と後期の２回記載        →後期に、一年間を通しての成長等を記載 

  〇 特別の教科 道徳    前期と後期に評価を文章で記載→後期に、一年間を通しての評価を文章で記載    

  〇 総合的な学習（３年以上）       （同上）                     （同上） 

  〇 押 印              担任の押印あり             →担任の押印欄削除 

  

 

 

 

5 日(月) 委員会活動 

5 日(月) 学校生活アンケート 

7 日(水)～9 日(金)5 年生自然教室 

7 日(水) 安全の日 

12 日(月) スマイルデ― 

12 日(月) 火災避難訓練 

14 日(水) 代表委員会 

14 日(水) 人間関係づくり学習の日 

15 日(木) 学習参観・懇談会 

20 日(火) 2 年生 CAP プログラム授業 

26 日(月) クラブ活動 
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1 日(金) 全校放送 

4 日(月) 委員会活動 

4 日(月) 福岡市生活習慣学習定着度調査 

5 日(火) 学校生活アンケート 

5 日(火) 6 年生勾玉出前授業→台風のため 9/28 に延期 

6 日(水) 安全の日 

7 日(木) 学校サポーター会議 

8 日(金) 4 年生オンライン浄水場見学 

11 日(月) スマイルデ― 

11 日(月)～14 日(木) 個人懇談 

13 日(水) 人間関係づくり学習の日 

15 日(金) 大掃除ワックスがけ 

20 日(水) 給食終了 遊ぼう集会 

21 日(木) 第Ⅰ期終了 全校放送 

夏季休業日 ～夏休み～ 

7 月 22 日(金)～8 月 28 日(日)   

※8 月 6 日(金)～1５日(月) 学校閉庁日 
 

行事は現時点での予定です。 
変更する場合もありますのでご了承ください。  

行事予定 

 

29 日(月) 第Ⅱ期授業開始日 全校放送 

30 日(火) 給食開始 美化活動 

7 月 1 日は、国民安全の日です。 

 国民一人ひとりが、災害や交通事故などを防ぐために、日常の生活を振り返り、安全に過ごすことができるよ

うにと、1960 年(昭和３５年)に制定された日です。校内での安心安全について、次のような話をしています。 

（１）熱中症に気を付けましょう。 

とても暑い日が続いています。次のような場面では、マスクを外しましょう。 

 ・体育の時間  ・外で遊ぶ時間  ・登下校の時間など 

（２）給食時間は、楽しく過ごしましょう。 

 ・大声ではなく、小さな声での会話なら大丈夫です。(机の配置や換気、手洗いなど感染症対策は継続します) 

※ 5 年生・6 年生は、「境界線」の学習をしています。 

 みんな自分と相手の間に、見えない透明バリア「境界線」をもっています。体の境界線、持ち物の境界線、気持

ちや考え方の境界線があります。いやだなという境界線を越えられたら、「いや」と言っていい。自分も相手の境

界線を大切にする。境界線がピンチな時は、「いやだと相手に伝える」「味方になってくれる大人に話してみる」

「その場を離れる」・・・学校でも、様々な場面をとらえ、繰り返し「境界線」について子ども達と考えてまいります。 


